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九州北西部の新生代火成活動について

松井和典

　九州北西部地域は，背振山地や長崎市周辺の結晶片岩

類および花嶺岩類を・基盤とし，その上1こ古第三系の相知

層群・杵島層群があり，、さらに新第昇系の相ノ浦・佐世

保・野島層群等が東方から西方～北西方に向かつて順次

露出している。これらの地層は，ゆるい摺曲構造を示し，

多くの断層によつて断たれ，複雑な構造をしている。ま

たこの地域には第三紀から第四紀にかけていろいろな火

成活動があり，その代表的なものは雲仙火山・多良岳火

山および北西九州の台地状玄武岩類である。，またこのほ

かには長崎市周辺の安山岩類，川棚町一彼杵町地区の安

山岩類有田一武雄周辺の流紋岩類および安山岩類，平「

戸島の安山岩類および五島列島のいわゆる五島火成岩類

等がある。この地域に多様な火山岩類が分布してマ・るこ．

とは基盤の花商岩類と結晶片岩類および第三紀層のもつ

構造運動と関連して考えあわせると非常に興味ある問題

を含んでいる。、
一
こ
の
地
域 の火成活動をまとめてみると漸新世から中新

世頃までは酸性火山岩類の活動があり，この活動はごく

僅かである．しかしながら中新世末期の安山岩類の活動

に始つて第四紀の玄武岩類の活動に至る間の火成活動は

圧倒的に著しく，その岩種も多様性を帯びている。、この

ような多様な新第三紀の火山岩類の活動は，その地域の

基盤およびその地質構造に密接な関係を有すうものと思

われる。

　北松地域の玄武岩類のもつているいくつかの問題もこ

のような観点で，今後の研究が進められればさらに詳し

い事実がみいだされるのではなかろうか．

　　　　　　　　　　　　　　　（地質部）

西日本地域の古第三系

水野篤行

　アジヤ大陸東部地域，および本邦の古第三系ゐ発達状

況（分布，層序，層相，厚さなど）を概観し，西目本地

域（九州の炭田地域）の古第三系の地質学的位置を述べ

た。さらに，1西目本地域の古第三系の，分布，層序の特

徴を簡単に述べた．

　　　　　　　　　　　　　　　（地質部）
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において開催

天草炭田（下島）の層序および地質構造について、

高井保明

天草炭田は上島（東側）と下島（西側）の両島からな

つているが，天草無煙炭として知られている炭層は西側

の下島にのみ発達レ，稼行炭鉱もすべて下島にある。

　ここでは下島の地質図および層序総括表を示し，そQ

大要を説明した。

　（1）層序
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古生代　　　　結晶片岩類

一（2）地質構造

、天草下島はいわゆる長崎三角地帯の南西部に位置レ・

NNE－S　SWに走る一町田向斜軸を主軸とする複向斜

構造を示している。

　断層としてはこの摺曲運動に伴なう走向断層と・摺曲

軸および走向断層を切るNW－S　E方向の多数の胴切断

層とが認められるが，これらはいずれも鮮新世の佐伊津

層には影響を与えていない。

　　　　　　　　　　　　　　　（燃料部〉

下！』・高島試錐について

河内英幸

本試錐は昭和35年7月26目に機械類の海上輸送を始

めてからqoO　mの試錐が完成』した曜和36年2月20臼ま
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　　　で210目を要してV・る。このうち盆，正月などの休目が14

　　　目含まれているので，これらを除いた作業目数に対する

　　　能率は4。6m／dayとなり，また掘進目数では6．5m／day

・　　、となる。

　　　　おもな使用機械：試錐機は深度274mまでハンドフィ

　　　ードのR－300型を使用し，以下900mまで利根製オイ

　　　ルフィードのTAM型（エンヂン321P）を使用した。

　　　このほかポンプは利根製G－5型（最大吐出量100！／min

　　　最大圧力60kg／cm2，・エンヂ著10～13「P），照明用発電機

　　　は昭和電機KKのBAL－32型（100V10A，エンヂン

　　　3H’），櫓は木製4脚櫓（高さ22m）を使用した，

　　　　深度900mを完成してから村田式傾斜測定器を使つて・

　　　乳曲り測定を行なつた。全部で9カ所（約100m間隔）

　　　の測定を行なつた結果，孔はN439Eの方向に緩いカー

　　　ブで偏向し，900の地点では予定線よりの偏位距離は約

　　　110mである。

　　　一試錐孔は深度492mまで86mm径のビットで掘られ，

　　　以下900mまでは66mm径分ビットで完成されている。

　　　また274血までメタルクラウンが使われ以下900mまで

　　　サーフェスタイプのボルツビットで掘られている。これ

　　　らビットのダイヤモンドの消耗量は次のとおりである、

　　　（66mmダイヤビットの内，③と④はダブルコァーバー

　　　』レル用のビットで，その他はジングル用である）。

掘進長灘㌔1補充㌦

下小高島試錐およびその周辺の地質

植込
量

消耗量補充量

井上英二

86mm
　ダ
　イ

　ヤ
　ビ
　ツ
　ト

66mm
　ダ
　イ
　ヤ
　ビ
　ツ
　ト

①

②

③

①

②

③

④

34ct

34ct

34ct

24ct

24亡t

24ct

24ct

2．4ct

1。24ct

2．59ct

4．12ct

3．74ct

0．76ct

0。59ct

3．69ct

2．25ct

4。73ct

5．18ct

5．02ct

1．37ct

1．55ct

85．3m

79．05m

54．　m

0．0281ct

0．0157ct

0．0480ct

140。9mO．0292ct

126．2m

70．83m

0．0296ct

0．0107ct

70．67mO．0083ct

0．0433ct

0．0285ct

0．0876ct

0．0368ct

O．0398ct
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　本試錐は泥水もケーシングも使用せずに900mを完成

した。というのは清水に乏しいため海水を使用したこと，、

ダィヤモンドビットを使用したためスライムが細かいこ

と，盤が比較的に安定していることなどがおもな理由でぞ

全体として12ヵ所のセメンチングが行なわれ，それでも一

つて充分に保孔され孝ようである。ただし孔元には97m

mのドライブパイプが2．8mまで挿入されている。

　コアの回収率は全体で87・4％である。

　　　　　　　一　　　　　　　　　，（技術部）

　従来，佐世保炭田の地下深部に，唐津・崎戸松島両炭

田の爽炭層に相当する爽炭層が存在するかどうかという

ことが大きな問題となつていた。下小高島試錐は上記の

問題の解決を目的として実施されたものである。・

　下小高島は佐世保市の西約10kmの九十九島内にあ

り，このピ帯には杵島層群の中部以上の地層が佐々川断

層沿いに狭長な範囲で露出している。試錐位置の選定に

あたり，杵島層群の層準と同断層の傾斜が考慮された結

果，下小高島北西岸に露出する新行江凝灰岩層の上部か

ら掘進が開始された。掘進中，層序を追つて蔵宿砂岩・

木原砂質頁岩・骨石帯・黒川砂岩および同層群最下位の

杵島層の存在を確認し，深度869。41・hで爽炭層に入り，

同層を24．5m掘進し．て予定深度900mに達して工事を完

了した。この結果はわれわれが当初予想していた地層の

深度よりも150～200m深くなつてV・るが，これは地層の

傾斜漆地下深部で地表付近（23Q）1よりもかなり急傾斜

（40～45。）していること，および木原砂質頁岩が唐津

炭田の同層に較べて2倍以上も厚層となつていること，

以上の2つに原因している。

　下小高島試錐の結果，佐世保炭田の地下深部にも爽炭

層が伏在しており，一部で想像されていたような基盤岩

のもりあがりは存在しないことが明らかとなつた。また，

この地域の杵島層群の岩相が唐津炭田の同層群だけでな

く，崎戸松島炭田の西彼杵層群の特徴をもそなえている

ことがわかり，したがつて，両炭田は佐世保炭田下で連

なつているものと推定される。1

　　　　　　　　　　　　　　　　（燃料部）

島原半島周辺古第三系の重鉱物組成

佐藤良昭

　島原半島周辺に分布する諸炭田（三池g天草・諌早・

高島，・崎戸松島）の重鉱物組成を研究してきた結果，重

鉱物のなかでも，とくにジルコン・柘榴石・電気石の3

種類が常に大部分を占めていることが明らかとなつた。

そこでこれら3鉱物につヤ・てのみその百分率を求め，地

層の垂直方向における変化および地域性と三角図表上の

分布範囲との関係をみようと試みた．

　この結果，三池炭田においては基盤岩類の相違（花闘

岩と結晶片岩）が赤崎層群によく表現されており，また

上位の地層へ行くに従い，、ジルマ～に富む有様がは？き

りみられる。
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けが，　賛一一Sl一海に1驚ダ弓してい導、，こ才Lら蕎一夢暫1馨誌継）う

　　　麹ブ藷響）3騰ま歓意一一鐵粛i徐マ・て業　三｛鷺郷，三灘警1蓼撃の

変成葦，藩1、1の分布L．ビる地載である，，

　難釜、甕な雪謁鱒ン鐸三ねi卜、騨簿徽よ♂）て譲鐸／薮、な葱．レ麹めノご々　こ．の

オ雪、牌爆力i隷こ1ミると，毒鰭鶏諒ナ鋤盤郭ヌ外の小異～1魯の継鋸軽が

匪iらゐ　，鳳なつ、配，嘩謁なオつ慨　竃薬（．／嶺え1、颪欝碧黛系轟／薩騒，，篶

　（1韓斜誰、．蒙糠，斗遜ドー」　恥匿議層）ゐ鼠撃／擬瞭に雁髪蔭れ！ぐレ’・

｝海経蛎鍵1三iの／慮勲川緯y、1漏舞熱塞この1簿爆≧プ潟雛かζ　一も響

イ磯に潜藝擁甲響き諾ンー一ぜ勢髭び　 灘、、

　擁頑也簿窯内の鐙塁）！l雛二1群業虞麹濾．擁縫、建購磁1力（　㌦　i・ン）轄

スパーカー等が行なわれ、ている。、地，携、、韮、、蒼は三池渕い

葬　纈職／　楚田ザ㌔嚢賦も！き蕪んに行』なオ　麹　 訟く／ご；三池、、　i嚢縣

辺で1よかなりの幾覧；渠を売　デてい讐』／灘力楕盗1象讐，舞1録爾

湖1艶1甑、蕃、暴薄ヌ膿で葉導1擁1さ誕唱レ穿　藍たスパー一カーは麟鵜に隻隻野

の1譲￥ちし．際鷲　蟻らなマ・薄烹，　自欝謬製毎時 醒1雛ξ極覆慧1写一欝の1蕪

歪窯（海海ヌ三奪一 議　1き演籍）　て弩爽雛襲峯薙再隻、シ　・黛壌レ響れ1藤家麦〉」／ド

カ慈　 購［しPぐ』・る、、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（詩簿重嶺欝謝藪禽iド）

壇鑑九ぎタ磐、嚇繹讃撫重幾1こ藩譲ナ熱露プ貰異常

　　　　分布煮地鷲との関係

ヒ菩1繕　　’套

　三鳶甑襲屡縛τ群翻斑ll堪撫1膿質曙公、豪、罪囎i慈卜i、／5。よ鳶ぐ天ミニ1畢，裟猟ど

九頻填翻瀬縫漁一するこ団）、1妻、顕1地城では，畷プ．藤常

分布と地質と轟i，匙！，）ぎのような閣係がi、忍められる欝

　（／）　紺瑛常の一・縣鮮／』の、鞠！隷晒贈繍加1麟

は灘鐸ぎ毒講鉗氏‡5ζハ◎ミ霧ぎi欝卸化窪難＞罵舞難i勺／頃i設1至寿梅茎忍めら才る溢“

嚢継一 （蕪13）



重機　誤1　ぎる繕1 拶1　懲　　畿　　ぐ響∫　1．3　巻　　肇霧2　一シ

1鶏．舞，ノン簸窯、黛嚢難饗プy寿黄荘　う　．繊一！鷺／ご蓬非ダi／し婁　鱒為岡）・葺靴グ）、韮鞍ブン馨暴

誉磐瞬、ラ慧薪）ヅくきさ博こ二額鮪彗遭墨づ、ゲ）3ノ　漆舞謎奏ゐ‘）オ匙、罫　　彗墳褻

、罪鷺　（2（／椥壌）襲嘗！）　）鐸“力鷺凱嚇韓1各づ　溝くア）耀l／il象ら｛ドに

耀馨　婁霊造と簾縁嚢な段／係を考烈、、いぐ翫・導砧

　　（2）　地穰ならびに塚郵汐）分布状態か‘．）みるとi峯　鞍力

∫驚激／．毒温1証　墾碁をま癒蓼鷺1こ蒙，．、、娯ぜ／、、き～）た、縫熱難密iシ（モ凄）路　　、ごオ・気、

に対！ノ低馨力域／愈沈降部となり，新期堆積物によつて瑛

鍵　　）才Uぐレ、る爵、．　凄る礼・！ま欝i謄三（冷雀イ絹講譲激　（ヤ毎翼ゾ莞）　と賦’）

て、～

　（釦地質構造との関係、、㌦惣、／難お移難　鶴繋欝舞、

ドーム・背斜構造は暴　力域にまノベー一．ズン轟向斜構衰鍵

／汰1殿蕪力鯵錠／ごそオし諜ぎだ圭、隔剛　）ヲ難瞳犬畠謬鉾ダij力鼠　裁潔’一・肇繊葦』1馬・

る箒　Il三欝響　ぴ）ゴ　露こ1汰荘衰嚢ブン轡，i／／、馨蓉1ぐ篭．〆、，　蟹沸μ　　）ゴ轍≦墾

，＿餐舞　　難プフ　黛め監葎f．、、無饗灘とな一）Ψぐ㌔へる、，　・　蓬ヅフ繕、1奪．葺灘購の建ζ

い薯野韓滋軽した構1遣をテ、、／ノ，花1捕・を熱窪とするま　叢・が

多い、。、奪1、講鑑．系ぴ擢曲構、聡，1墾は低数力城にあり．その摺

鐵霧窪層顎汰ノ講薫慧〈7夢事藝諜建ヅフ鰺慧く7）緯釜叢蓑／こ，よ〆）ぐも激二らさ才更、ノヒ蓮
、

グ）、＿毒葬嘩→るごと痔シぞきる箒

　ぐ姦）　wlヤ携蕗三三1ぴ霧　／攣謹、よ一一選没尋煮1　嚢力／韓i／こ騰蒙く，　！義蕊

力鰯に！．《，、これは1i！螺、蕊系の堆績≧灘奪す門肇に低．覧力域

め需　　1ブヲ蛸乾／撒lt彗輪1　．　翅　髭び）箭鉱轟馨寿慧，より暖跨し．．、カw　妃こと

を示すもので．三l　l叢運動の胚芽がその；蹴積llに薄わ

オt誓ぐマ・ノ1二こと1慧，，墓る、、　粟タち陛）孟ノ騒　霧1（ノ）婆驚イヒ隻｝こぴ）薫藝、ノ

磐糟布と密虻関係し，、祉くに炭麟の発達状説麺繋擁．常

蘇｝矯ぎ寿、ら凄〉貯　轟、蓼糎褻置再できること巽．駕きオ・鐙≠）』ぐ1麺　　 学蜜

　（義）　イく讃　転澄）る㌔・／愈∫弄頑享党豪鍛糞力斐，こぴ）蕪プフ繕粋誇ラン擁『と

》渠iマ・移馨／系を鱒ζ乱、「君ぐ1、・る、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ／｝然響聾誉i／）

大騨報炭叢薫1艦お1ナ愚炭懸中の嘗ラン1こ・肇し、《磁

蕎脅1鷺善妻選薫　　 、辱ご耀導鰐：1

維治

　（！）　　ウ響ン愈　弧グ）モ多、・播磁叢浅／愈玄七軽弟勺灘貯マ・範懸館こ嫌糞ら

れ蔵縄○議3鰯1，　溜縫〆郭）．（擁8、拶を歩蓉すの　に：対更〆・，　その他、

の地城では検ll、壌腰も低く（）一（）．｛）（鶏％の範囲で，　禦均

（）、0賦％内外を示すに1す’ぎない

　（2）　ノ／韓1やに聡け憐！；ソランは垂ilじLl灘慧1もガく導的にも

その分箸fが講鱒1鋸こ二不ダ縄興／で，　壷ご・ずしも良質¢硬炎の謝三分に

多く　盆まオも“ぐ斗・ると1畿緯愛・㌧・ザ雰　む・し、ろ渉翻鰹蘇菱諾｝まプご1旗捗乏

質泥春の、／がうな誉灰分のもぴ一）轍多く含廉融、，ている。ような

拶蓮．が彊籍・，、　更〆・かし、・ながら灰　籍勿l　l，．く伴な蹴ノ　斗　．、誕

、甕ノヒ轄琵∫琴，など　〉ウ塑ン　奮　繋1よ書1二雛沁！こ｛身ノ滅』・。

　（鈴こ鈴、ような炭質翼燐または炭総嶺の中で！野

〆〆力叢そσ＞墨じ1紅1，痘党こ“と1こどσ）鶏舞う激よ、、講峯註、レてマ・る力蔦を

杉慧し、てみると（藩．か2例の試験に雪嚇ぎないか賜新定は

て、奪なレ・力窯）　爵ヒ、叢i伊）彰薮マ・嵜碁夢テ．　“す幅な薄　暴懲醤幾‘海薪）彗鼠へ轡器

分にとく1〔薩農総1しwぐいるとはいい難く，むしろ比麺には

鯵、1係為、く．だいたいにおいて嘆〆ヲ等に分布しているといえ

蕎，歎うノよ奮嚢1瞬力駕み．り蒙1ドしる、、

　（4）　炭鰯の堆積後循環水とめ接触の機会の多かつた

と唇鐸え、ら才L絡、歪二㎜ド潜劉1祭飛）磐蕎彦楚オ試ど1こ蓬と“ずL、、｛）ウ嘩ン・力鼠、と

くに濃集し，ごいるとい鱗麟蒙認めら淑、ない．

　（鷺）　二れらの葺、勤か　　縁えると．灰癬瞬　）贈ランは．

炭華物による吸着作幣によつて濃縮されたもグ）には相．、蓬

ない！隷、ども、炭質物の果した役割は，吸着作用そぴ瞬
、

のより《、むし．・ろウランの幾　や沈騨幾を促進するような環

薄謹グ）盤1茂とf呆譜寺，　と秘・う、、、、誉、葱薩鑑力曳あ／）ノとと銃丸絡ヴ）漆叢蓑二

妻糞び）、よう1こ、轡、オ　オるる導

　（惑）　差楚1『難撲琴辺賦）2尺ノ執磁澄『オく・朔ザ譜7翼など1こ畷）、・てヴ

麟隠肩　1藝　を一卿析した結果に、よると，だいたい○．3～欝

γμ／．グ）華瓢蠣てきヤ紳蒋し｝ぐいる鷺　翌）蕪1愈誉．諺柵7、2び）羅1獺で・

あヅ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（塗支争霧翻玉）
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